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「次世代預かり資産営業支援システム」の共同開発に合意
～最新テクノロジーを最大限活用し、お客さまの資産形成に寄与するシステムへ～

株式会社池田泉州銀行

株式会社ＮＴＴデータ

【背景】

近年、ＮＩＳＡ(少額投資非課税制度)導入をはじめとする「貯蓄から投資へ」という流れを受けて、お客さ

まの資産運用ニーズは、預金から投資信託や保険などの金融商品（預かり資産）へと多様化しています。特に

銀行においては、その身近さから預かり資産営業の割合が年々増加傾向にあります。

預かり資産営業の現場においては、多様な金融商品の説明や法令遵守のために定められている対応として、

商品の選定や申込みに際し多数の書類が必要となるなど、お客さまに煩雑な手続きをお願いしているのが実情

です。今後は、お客さまの手続きの煩雑さを軽減しつつ、資産運用ニーズに着実に対応することが求められて

おります。

一方、タブレット端末などのモバイル技術の発展に伴い、お客さまとの資産運用相談・商品説明等を、タブ

レット端末等を活用し、より丁寧にビジュアルで分かりやすくタイムリーに実施出来る環境が整ってきており

ます。

そこで、池田泉州銀行とＮＴＴデータは、多くのお客さまの資産運用ニーズに対し、販売・提案活動の質の

向上・事務処理効率化による業務プロセス・体制への変革を実現するため、共同で次世代預かり資産営業支援

システムの企画・開発に取り組むことに合意しました。

また、池田泉州銀行ではシステムの導入に合わせて現在個人営業担当者を中心に約 500 台配布しているタ

ブレット端末を営業担当者全員へ約 900 台に拡大予定です。

システムの実現にあたっては、地方銀行では国内有数の預かり資産販売実績をもつ池田泉州銀行の豊富な営

業業務ノウハウと、ＮＴＴデータグループ1の勘定系システムや顧客接点チャネルシステムをはじめとする、

多くの金融システム構築のノウハウを最大限活用していきます。

1 本システムのコアエンジンの開発は、従来より池田泉州銀行をはじめとする金融機関向けに預かり資産システムの提供実績の

あるＮＴＴデータエービックのノウハウを活用する予定です。

株式会社池田泉州銀行（以下：池田泉州銀行）と株式会社ＮＴＴデータ（以下：ＮＴＴデータ）は、金

融業界における投資信託や保険などの金融商品（預かり資産）営業業務を、IT を活用して包括的に支援す

る「次世代預かり資産営業支援システム（仮称）以下：本システム」を共同で企画・開発することに合意

しました。

池田泉州銀行の預かり資産営業における豊富な経験と、ＮＴＴデータが保有する IT 活用ノウハウを融合

し、販売現場の声を反映させる形で、2016 年 4 月の正式稼働開始を目標に開発を進めます。



【共同検討・開発の内容】

以下の特長をもったシステムを段階的に構築予定です。

１．販売支援機能

お客さまとの相談時間をより多く創出し、資産形成に役立つために必要な、以下各種機能を搭載予定で

す。

 お客さまの資産保有状況や投資ニーズ、経験などを速やかに分析し、最適な商品提案を支援する機能。

 販売行員が持つタブレット端末上に、お客さまの預かり資産の現在残高や運用状況などをよりビジュ

アル的に、かつタイムリーに表示し、動画等も活用することで、お客さまの理解状況に応じて商品の

特性やリスク等の説明を行うことができる機能。

 「電子サイン」等を活用し、投資信託の申込み手続きを、販売行員が帰店することなく外訪先で電子

完結させることができ、お客さまの書類記入の手間を軽減する機能。

なお、投信注文における完全ペーパーレス化の実現は銀行業界では初となります。

・ 若年層～リタイアメント層までの個人毎のライフプランに応じ、具体的な目標設定をお客さまと共有

しながら資産運用相談・提案を行うことができる機能。

2.事務支援・法令遵守対応

 「セールス・商品説明」、「申込み手続き（約定）」、「資金決済」など全ての手続きを一つのシステムに

構築します。これにより伝票の作成や入力作業などの削減につながり、ペーパーレス化や事務処理コ

ストの削減を実現します。

 お客さまの属性・融資その他商品の取引を分析することで、販売行員がさまざまな法令諸規則（金融

商品取引法、保険業法など）を遵守し的確かつ適切な販売ができるようナビゲーションする機能を搭

載します。

3.セキュリティーの確保

ペーパーレス化により帳票等の紛失リスクが解消されます。また、タブレット端末紛失のリスクに対

しても、近年金融業界で導入実績が上がってきている、セキュアブラウザ2を採用し、タブレット端末上

に情報を残さない、セキュリティーレベルの高いシステムを採用する予定です。

4.勘定系システム等、他システムとの連携

ＮＴＴデータが保有する勘定系システム・営業店端末ソリューションとの連携機能、および投資信託約

定系への連携機能も実現することで、「セールス・商品説明」、「申込み手続き（約定）」、「資金決済」など

銀行での預かり資産販売業務において、さまざまなシステムにまたがっていた事務処理を、全て同一シス

テム上で実現します。これによりペーパーレス化と販売行員の事務処理時間・品質の向上によるコスト削

減を図れると同時に、販売行員は削減された事務処理時間をよりきめ細やかなお客さま相談業務に割り当

てることが可能となります。

2 セキュアブラウザとは、端末内へのデータ保存禁止や接続できる Web サイトを限定するといった、セキュリティー機能に優れ

たブラウザの総称です。



【今後の展開】

本システムの対象分野は、投資信託からスタートし、生命保険、損害保険、公共債、外貨預金などへ順次

拡大予定です。なお、保険分野への拡大にあたっては、池田泉州銀行では、各地方銀行と連携し保険業界に

対応の協力を呼び掛けていく予定です。

ＮＴＴデータでは、本システムの池田泉州銀行での稼働後、将来的には他の金融機関へも順次販売を拡大

していくことを計画しています。

また、池田泉州銀行では、最新テクノロジーを搭載した、本システムを活用することによって、よりお客

さまの金融資産の運用相談の時間を創出し、お客さまのご理解状況に合わせた身近な資産運用相談業務を実

施していきます。


